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【緒言】 

 ハンドボール競技においてシュートは勝敗を

決定付ける要因である。シュートの成功率に関

係するものとして、戦術的要素、身体的要素が

あり、シュートパフォーマンスは身体的要素で

ある球速、コントロール、飛距離によって評価

される。球速やコントロールに関する先行研究

はそのほとんどが野球選手を対象にしたもので

ある。野球選手の球速は肩関節内・外旋、肘関

節屈曲・伸展筋力の影響を受け、また、下肢関

節動作も球速の差異を決定する主要因であると

報告がされている。ハンドボールの投球動作は

野球同様に上肢と下肢の複合運動であることに

加え、よりダイナミックな動きが求められるた

め、球速およびコントロールは上肢や下肢筋力

の影響を受けると考えられる。そこで本研究で

は、球速およびコントロール能力と各関節筋力

との関係を検討することを目的とする。 

 

【方法】 

 被験者は肩関節周囲に疼痛のない早稲田大学

ハンドボール部に所属する女子13名とした。測

定項目は、球速、コントロール、遠投距離、肩・

肘関節筋力、股関節筋力、体幹屈曲筋力である。

球速の測定にはジャンプシュートを3回行い、

スピードガンを用いて計測をした。コントロー

ルの測定は、ゴール右上と左上隅に的を吊り下

げ、ジャンプシュートを10回行った。毎回、狙

う的を指定し、ボールが的に当たった場合を得

点とした。筋力測定にはPower TrackⅡを用い、

等尺性筋力発揮をそれぞれ3回行わせた。肩関

節は屈曲・伸展、内転・外転、内旋・外旋、肘

関節は屈曲・伸展、股関節は屈曲・伸展、内転・

外転の筋力を測定した。体幹屈曲筋力を評価す

るものとして上体起こしを用いた。各測定値は

平均±標準偏差で示した。統計処理に関しては

Dr.SPSS Ⅱを用いた。 

 

【結果】 

 球速と股関節内・外転筋力との間に有意な相

関関係がみられた。また、その他の筋力と球速

には有意な相関はみられなかった。また、コン

トロールと各筋力には有意な相関はみられなか

った。重回帰分析の結果、球速および遠投距離

に対して股関節外転筋力が有意に影響を与えて

いることが分かった。 

 

【考察】 

 球速と股関節内・外転筋力に有意な相関関係

がみられたのは、助走からジャンプ動作への切

り換えのために非投球側の股関節外転筋が働い

ており、前方への推進力を制御し、上方へとエ

ネルギー変換する役割をしているためと考えら

れる。よって外転筋力が弱いと身体が前方へ流

れたシュートとなり、投球パフォーマンスが低

くなることが予測される。また、投球速度と肩・

肘筋力に相関がみられなかったが、先行研究と

の筋力計測方法の違いや、野球とハンドボール



の投球動作の違いなどが、結果が異なった理由

としてあげられる。コントロールは下肢関節の

再現性が影響していると報告がされており、等

尺性筋力発揮の股関節筋力のみではなく、さま

ざまな股関節周囲筋の機能を評価し、検討する

必要があったと考えられる。 

 

【結論】 

 球速およびコントロールと各関節筋力との関

係を検討することを目的とした。球速と股関節

内・外転筋力に有意な相関がみられ、ハンドボ

ールの投球動作は股関節の貢献が大きいことが

明らかとなった。 


